
育児休業を取得した母の就業状況「常勤」の変化を、第1回調査時のきょうだい構成別にみる  

と、「ひとり」では第2回調査で約2割減少して81．7％となり、弟妹の割合が増えるが第6回  

調査では常勤が67．6％となっている。【一方「兄姉のみ」でも常勤の割合は減少しているが第6  

回調査で79．9％と、「ひとり」に比べ「常勤」として継続している割合が高い。（図12）   

就業状況の変化を第1回調査時のきょうだい構成別にみると、「ひとり」が「兄姉のみ」に比  

べ「常勤」から移動する者が多くなっている。特に「16大都市」で移動が多く、「無職」が第  

2回調査で16．6％、第6回調査で2l．0％となり、「常勤」の割合は64．8％と少なくなっている。  

（図13）  

図12 出産半年後に育児休業を取得した母の就業状況「常勤」及びきょうだい構成の変化  

【兄姉のみ】  

ロ兄姉のみ 四兄弟姉妹あり  
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20％  

0％  

第l回調た 節2l‖l．調た  

川凋晋丼磯）  

那4回調査 第5川凋た 第6回調査  前1回調査 前錘了謂た  第4回調査 前5巨・爛査 第帥f調査  

（㈹産半年後）  

往 l）けと同居Lている、那Il‖l崩れかご〕紬ういl謂た王でl‖】答を†【≠た、けび）就業状況「十、．洋」を除くネ（総数33，395）を集計  
2）「育軋沐業取得あり」とは、第1回調査（f榊た、仁く卜後）に育リ上十本業を「すでに取得した」、「現れ、育児休業咋である」、「二れから取得するr・定である」片をいう 
こう）第3l‖l．調査はけの就業状況腐調査していない 

図13 出産半年後に育児休業を取得した母の就業状況の変化  

口常勤  qハートアルバイト  田自営業・家業、内職、その他  □無職  

【ひとり】  
（16人椰lい  （その他のlト郡部）  

川壕半年後）ト  う70日  

丁目l  
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【兄姉のみ】  
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第‖＝1調査  

（t一棟－「年後）   

第2回調査  

注1）り上l札㍍Lていろ、箭＝‖腐れ1りh）第村‖儒′仁1升－1答を寺号た、トトノ′祉射来れ「′こ詳」を除く肴（組敷：5こ与1【輔を象計  
2〉「苦し「目薬取得あり」とJi、第1L・r】粛狛出嘩仁叶子11二吾IJLヱ√大業む「■lご二二桝汚したj、「fÅ在、椚ユ′本別い7音〕ろ」、「二才l∴ゝL■J肘【ト「ろト定てふ′ろ川をし   

：り 第：jl・】l諜査けー：上げ）就削いkを粛査し∴、／了．、   

1）「挿入許「†＝】ごt、第1ト】1誰査いり甘諦】讃たtご叫【叫地を、第hい1が†r咋J汗1h左肺車」い地域∴Lく1汁仁  
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力 地域別にみた通園の状況   

第5回調査時（4歳6か月）の通園の状況をみると、総数では「保育所」が38．2％、「幼稚園」  

が51－1％と「幼稚園」に通園の割合が多いが、地域ブロック別でみると、「保育所」は「北陸」  

（67・9％）と「南九州」（55．0％）が高く、幼稚園では「関東1」（62．6％）と「北海道」（52．2％）  

が高い。また市郡別にみると、「15大都市」では「幼稚園」（62．3％）の割合が高く、「郡部」で  

は逆に「保育所」（53．0％）が高くなっている。（図14）  

図14 地域ブロック・市郡別にみた第5回調査時（4歳6か月）の通園の状況  

恥保育所  口幼稚園  ■保育所と幼稚園  □通園なし  

（地域ブロック別）  

北海道  

東北  

関東1  

関東2  

北陸  

東海  

近畿1  

近畿2  

中国  

四国  

北九州  

南九州  

（市郡別）  

15大都市  

その他の市  

郡部   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

母と同居している、第1回調査から6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」、通園状況「不詳」を除く（総数33，371）を集計。  1
 
2
 
3
 
 
 

注
 
 総数には外国在住分を含む。  

「地域ブロック」「市郡」は第5回調査の状況である。  
「地域ブロック」の区分は以下のとおりである。  
「北海道」北海道  
「関東1」埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県  
「北陸」新潟県、富山県、石川県、福井県  
「近畿1」京都府、大阪府、兵庫県  
「中国」鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県  
「北九州」福岡県、佐賀県、長崎県、大分県  

「東北」青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県  
「関東2」茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、長野県  
「東海」岐阜県、静岡県、愛知県、三重県  
「近畿2」滋賀県、奈良県、和歌山県  
「四国」徳島県、香川県、愛媛県、高知県  
「南九州」熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県  

「15大都市」の区分は以下のとおりである。   
東京都区部、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、静岡市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市、   
広島市、北九州市、福岡市  
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キ 通園の状況別にみた母の就業状況の変化   

第5回調査時（4歳6か月）の通園状況別に母の就業状況の変化をみると、保育所に通園し  

ている子の母は、出産1年前では「有職」71．5‰「無職」28．5％で、第1回調査（月齢6か月）  

では「有職」が44．8％と減少したが、年々増加して、第6回調査（5歳6か月）では、「有職」  

84．3％、「無職」15．7％となっている（図15）。  

図15 第5回調査時（4歳6か月）の通園状況別にみた母の就業状況の変化   

【「保育所」に通園している子の母の就業状況】   

由有職 □無職 □仕事を探している 田仕事を探していない ■求職状況不詳及び学生  

出産1年前  

第1回調査  

（月齢6か月）  

第2回調査  

（1歳6か月）  

第3回調査  

（2歳6か月）  

第4回調査  

（3歳6か月）   

第5回調査  

（4歳6か月）  

第6回調査  

（5歳6か月）  

無職28．5  

無職 55．2  
仕事を探している  

仕事を探していなし  

無職 44．1  

99  

0％  20％  40qo  60％  80％  100％  

【「幼稚園」に通園している子の母の就業状況】  

田有職 □無職 臼仕事を探している 田仕事を探していない ■求職状況不詳及び学生   

出産1年前  

第1回調査  

（月齢6か月）  

第2回調査  

（1歳6か月）  

第3回調査  

（2歳6か月）  

第4回調査  

（3歳6か月）   

第5回調査  

（4歳6か月）  

第6回調査  

（5歳6か月）  

有職44．9  無職55．1  

無職 86．4  
事を探している  

仕事を探していない80．1  

無職85．0   

94  

100％  20％  40％  60％  80％   0％  

注：1）母と同居している、第1回調査から6回調査まで［司答を得た、母の就業状況「不詳」、通園状況「不詳」を除く者（総数33，371）を集計。  

2）出産1年前、第3回調査は求職状況を調査していない。  
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2 子育ての意識  

（1）子どもを育てていてよかったと思うこと   

子どもを育てていてよかったと思うこと（複数回答）の変化を、母の就業の有無別に比較す  

ると、「子どもを通して自分の友人が増えた」では「ずっと無職」の割合が高く、「毎日の生活  

にはりあいがある」では「ずっと有職」の割合が高くなっている（図16）。  

図16 母の就業の有無別にみた主な子どもを育てていてよかったと思うこと（複数回答）  

駆：：ヨ総数・・・←・ずっと無職 －一一・・・－ずっと有職  

【家族の結びつきが深まった】  【子どもとのふれあいが楽しい】  

【柘l】のご1三浦にはりあいがある】  【子どもを通して自分の友人が増えた】  

100％  
トIlヽ ・  

60％「   

40％ r  

20％  

－  

第1回調査 第2回調査 第3回調査 第4回調査 第5回調査 窮6r可調査  第1回調査 第2同調奄第3阿調査 第4阿調査 第5回調査第6回調査  

【子育てを通して自分の視野が広まった】  

100％「  

80％卜  

6…「  

40％  

20％ト  

0％ L  

注：1）何と同居している、第l同調査から第6阿調査よで回答を得た者（総数35，363）を集計  
コ）「「どもの成長によろこびを感じる」は、第1L叫調査」第2凹調査では調査していない  
3）「戸とものおかげで家庭が明るい」は、第1l【司調査は「家庭が明るくなった」であり、茶2回  

調査は調査していない 
4）「仁ど鼠，とのふれあいが楽しい」、「家族の結びつきが深失った」は、第l回調度では調査  

していない 
5）「毎Hの生活にはりあいが友る」は、第1k！1調査は「生F舌にはりあいができた」、第2L‖】調香  

は「毎日の生活にはりあいができた」である  

第1桓］調奄 第2一口】調査第3同調査 第4回調査 第5回調査第6回調査  
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（2）子どもを育てていて負担に思うことや悩み   

子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）の変化を、母の就業の有無別に比較  

すると、「子育てによる身体の疲れが大きい」、「目が離せないので気が休まらない」は「ずっと  

無職」の割合が高く、「仕事や家事が十分にできない」は、「ずっと有職」の割合が高くなって  

いる。また、第4回調査以降「子育てで出費がかさむ」は「ずっと無職」の割合が高くなり、「自  

分の自由な時間が持てない」は「ずっと有職」の割合が高くなっている。母の就業の有無によ  

り、負担に思うことや悩みに差が出ている。（図17）   

図17 母の就業の有無別にみた主な子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）  

E：：：＝ヨ総数◆ずっと無職・・・・・・・・－ず／止イ用談  

【子育てで出費がかさむ】  【自分の自由な時間が持てない】  
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制回調査 第2回調査 第帥1調査 錮欄査 第5冊査 錮＝瀾査  第＝可調査 取狛澗査 錮・澗査 第41欄査 齢「可調査 第6回調査  

【仕事や家事が十分にできない】  【子育てによろ身体の疲れが大きい】  
70年ひ  

60％  

50‰  

10％  

30年ロ  

コ0％  

】0％  

0り□  

70％  

60％  

50％  

10％  

吋＼、  

ご0％  

10一弘  

0％  

17．6● 

193   

第＝＝闇査 買掛－1調査 第洲調査 射回調査 第帥儲査 第6L＝偶査  第＝可調査 第2回調査 錮軸調査 第4回調査 第5回調査 第帥1調査  

【目が離せない〝）で気が休去らない】  
丁申、  

60サー  

50％  

1帆  37．0  

30％  

20％  

10％  

11ヽ  

注．1）「柑一丁」帖Lている、芥川‖」調勅、ら第帥は純よで回答を得た者（総数35．363）  
を生計   
2）川二・拝や家・声がl分にてきない」は、第＝・－】調査、第2【・11調査で出≠新＝分  

にできない」である「   
3）「＝が離せないので気が休揺らない」は、第l「‖】調査では調査していない  

第＝再調査 買亨釦欄査 第3【‖］調査 第4恒闇査 第5帖周査 綱川調査  
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3 子どもの生活の状況  

（1）子どもの成長（身長と体重）   

出生時（平成13年）から5歳6か月（第6回調査）までの体重と身長の推移を性別にみると、  

男児は出生時の平均体重と平均身長は3，076g、49．2cmとなっており、1歳6か月（第2回調査）  

では身長が出生時から約32cm伸びて81．1cmとなり、体重も約7．8kg増え10．9kgとなっている。  

5歳6か月においては、平均体重が18．9kg、平均身長が110．5cmとなっている。また女児は男  

児との差はあるものの、同様の傾向で成長している。（表3）   

出生時の体重別に、平均体重と平均身長の5歳6か月までの推移をみると、2，500g未満と  

2，500g以上の子どもでは、調査回毎に差はあるものの同様の傾向で成長している（表4、図18、  

図19、図20）。  

表3 平均体重・平均身長の推移  
男 児  女 児  

体重（kg）  身長（cm）  身長差（cm）  体重（kg）  身長（cm）  身長差（cm）   
出生時   3．076  49．2  2．990  48．7   

1歳6か月   10．9  81．1  31．9  10．3  79．7  31．0   

2歳6か月   13．1  90．0  8．9  12．6  88．8  9．1   

3歳6か月   15．0  97．2  7．2  14．5  96．2  7．4   

4歳6か月   16．8  104．0  6．8  16．5  103．2  7．0   

5歳6か月   18．9  110．5  6．5  18．5  109．8  6．6   

注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、出生体重・身長、各回の体重・身長の「不詳」を除く者（男児9，177、女児8，505）を集計。  

表4 平均体重・平均身長の推移（出生時体重2，500g以上と2，500g未満）   

出生時  
2500g以上   

出生時  
2500g未満   

出生時  
2500g以上   

出生時  
2500g未満   

出生時  

1歳6か月  

2歳6か月  

3歳6か月  

4歳6か月  

5歳6か月   

6
9
1
0
8
9
 
 

7
 

〇
 
．
1
 

3
 
 3．146  

10．9  

13．2  

15．1  

16．9  

19．0   

2．173   

10．1  

12．2   

14．0   

15．7  

17．7  

0
 
3
 
6
 
 
5
 
5
 
5
 
 

9
 9
0
 

2
 
 3．068  2．222  

10．3  9．6  

12．7  11．8  

14．6  13．6  

16．6  15．4  

18．6  17．3  

49．1  45．2   

79．9  78．0   

89．0  87．1  

96．4  94．5  

103．4  101．4  

110．0  107．6  

出生時  

1歳6か月  

2歳6か月  

3歳6か月  

4歳6か月  

5歳6か月   

49．2  49．6   

81．1  81．2   

90．0  90．1   

97．2  97．4  

104．0  104．2  

110．5  110．7  

45．0  48．7  

79．1  79．7  

88．1  88．8  

95．2  96．2  

102．0  103．2  

108．3  109．8  

注：1）第1回調査から第6凹調査まで回答を得た、出生体重・身長、各回の体重■身長の「不詳」を除く者（男児9，177、女児8，505）を集計〔  
2）出生時体重「2，500g以上」、「2，500g未満」の総数に対する割合は以F（7）とおりである。  

男児 「2，500g以 ヒ」92．7％、「2，500g未満」7．3％  
女児 「2，500g以l二J90．8％、「2，500g末溝J9．2％  

図18 平均体重の推移（出生時体重2，500g以上と2，500g未満）  

□総数  田2500g以L  ■2500g木浦  

【女児】  【男児】   （kg）  

20．0 「  
（kg）  

20．0 「  

－  －－   

11．0」  

：：：：  

8．0 

6．0 「  

19，0  18．9  

17．7  18．0 卜  

0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 

0
 
 
 
日
じ
 
 
 
亡
U
 
 

3．068  
4・0ト2・990 2．222  1，0 卜3．076  

2．0        0．0  

出生時1歳6か月 2歳6か月 3歳6か月 4歳6か月 5歳6か月  出生時 1歳6か月 2歳6か月 3歳6か月 4歳6か月 5歳6か月   

注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、出生体竜・身長、各回の体重・身長の「不詳」を除く楷（男児9，177、女児8，505）を集言t  
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図19 出生時の体重別にみた5歳6か月の身長と体重   

【男児】  
（cm）   

115．0  

110．0  

身  体  

20．0   

長   重  

105．0  

総数  2500g未満  2500きざ以上  

【女児】  
（cm）  

115．0  

身長  

109．8cm  

休寮  

総数  2500g未満  2500g以上   

7主：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、出生体重・身長、各回♂）体重・身長の「不言羊」を除く者   

（男児9，177、女児8，505）を集計。  

図20 出生時の体重別にみた子どもの体型（5歳6か月）  

やせぎみ（カウフ指数14以下）  ふつう（カウプ指数15～17）  ふとりぎみ（カウプ指数18以上）   

2500g未満  

2500g以上  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

汀：都＝‖l謂たか「）第6卜】l調査士でl叶答む得た」＝牛休叫・身1、ご、糾申〕体重・身長、第61可調査力ウプ桁数の「イ＼詳」を除く音（総数17，G82）を渠計  
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（2）テレビ・コンピュータゲーム  

ア「ふだんの日にテレビを見る時間」別にみた「子どもの行動」   

第3回調査から第6回調査までの、ふだんの日にテレビ（ビデオ、DVDを含む）を見る時  

間別に、第6回調査の「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合をみると、「1時間未  

満」は、「落ち着いて話しを聞くこと」、「ひとつのことに集中すること」、「がまんすること」、「約  

束を守ること」の割合が高くなっている（図21）。  

図21ふだんの日にテレビを見る時間別にみた  

第6回調査「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合  

一－－－1時間未満  －－→－1～3時間未満  ▲－－－3時間以上  

第6回調査【ひとつのことに集中すること】  第6回調査【落ち着いて話しを聞くこと】  
100％  

90畑  

80％   

O％  

100％「   

90  

80％ト   

70％「  

60％「   

0％  

♭．r一亡＝ 

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6回調査【感情をうまく表すこと】  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6回調査【がまんすること】  
100％  

90％  

80％  

70％  

60％  

0％  

100％「  

90％  

80％ －  

70％  

60％ 

0％  

▲      ・・   ▲  ▼  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6回調査【約束を守ること】  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6匡ほ周査【集団で行動すること】  
100％  100％  

ト 
。。％  9。％†  

80％ －  

70％r  
60％ 

0％  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

▲－ ．  

70％ 

60％r   

o％L  
第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

注：1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  
2）第3回調査から第5回調査までは「ふだん1日にテレビをどのくらいみていますか」として調査した。  
3）第6回調査は「テレビを1日に見ている時間」を「ふだんの日」と「日曜日」に分けて調査した。  
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イ コンピュータゲーム   

きょうだい構成別に、コンピュータゲームをする子の割合の変化をみると、「兄姉あり」は「兄  

姉なし」に比べ、「コンピュータゲームをする」割合が高くなっている（図22）。   

第6回調査「ふだんの目にコンピュータゲームをする状況」別に、「子どもの父母との接し方」  

で「よくする」と回答のあった割合をみると、「ゲームをしない」及びゲームをする場合「ゲー  

ムを1時間未満」するでは、「その日の出来事などを親に話しをする」、「「なぜ」、「どうして」  

と疑問に思うことを質問する」の割合が高くなっている（図23）。  

図22 きょうだい構成別にみたコンピュータゲームをする子の割合の変化  

コンピュータゲームをする  コンピュータゲームをしない  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

注：1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  
2）第4回調査、第5回調査は「ふだん1日にコンピュータゲームでどれくらい遊んでいますか」として調査した。  
第6回調査は「コンピュータゲームを1日にする時間」を「ふだんの日」と「日曜日」に分けて調査した。  

3）第6回調査の「コンピュータケーームをする」は、「ふだんの目」、「日曜日」のいずれか又は両方する着である。  
「コンピュータゲームをしない」は、rふだんの日」、「日曜日」（J）両方しない着である。  

4）「コンピュータゲーム」とは、テレビゲーム、パソコンゲーム、携帯型ゲームなどである。  

図23 第6回調査「ふだんの日にコンピュータゲームをする状況」別にみた  

第6回調査「子どもの父母との接し方」で「よくする」と回答のあった割合  

【ゲームをするかLないかの有無別】  

－■←－ケームをLない ・「△・ゲームを十ろ  

そ山‖の川来－Ii／ごとを  

親に話しをすろ  
＼llヽ  

【ゲームをする場合の時間別】  

＋ゲームをl時間木浦  ・・企－ケームをl時間以卜  

そ〝）‖J）川来やなとを  

親に話しをすろ  
ヽl■＼  

けこぜ」、「と〕して」ヒ矧別に  
′【どうことを矧㌍けろ  

絹に遊びたがろ  

持っていろ物をわだろ   

注：l）第1国訴査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，7日5）を集計〉  
2）「コンピュータゲーーム」とは、テレビゲーム、ハソコンゲーム、携帯型ゲームなどである  
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（3）父と子ども  

ア 父の就業状況   

父の就業状況をみると、出産1年前から第6回調査までの間で「ずっと有職」の割合が95．0％  

で、そのうち「ずっと常勤」が75．6％となっており、第6回調査までの間で「1回でも無職」を  

経験した父親は5．0％となっている（表5）。   

父の就業状況別にきょうだい構成の変化をみると、第1回調査では、「ずっと常勤」は「ひと  

り」49．0％、「兄姉のみ」51．0％、「1回でも無職」は「ひとり」55．8％、「兄姉のみ」44．2％となっ  

ている。第6回調査では「ずっと常勤」、「1回でも無職」のいずれも弟妹が増えているが、「ひ  

とり」の割合は、「1回でも無職」で19．7％と高くなっている。（図24）  

表5 父の就業状況  図24 父の就業状況別にみたきょうだい構成の変化  

【ずっと常勤（出産1年前から第6回調禿までの間）】  

総数   

総数  100．0  

ずっと有職  95．0  

（再掲）   ず 

っと常勤  75．6  

（再掲）   

ずっと自営業・家業、  7．9  
内職、その他   

1匝】でも無職   5．0  

第1回調査時  
きょうだい構成  

第6【可調査時  
きょうだい構成  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

【1L叫でも無職（出席1年前から第6【口】調査までの間）】  

第I一口l調査時  
きょうだい構成  

第6回調査時  
きょうだい構J戎  

ひとり 55．8  

兄弟姉妹あり   

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％   

注：1）父母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、父の就業状況「不詳」を除く者（総数30，654）を集計。  
2）「ずっとパート・アルバイト」、「ずっと無職」は極小のため表草していない。  
3）第3回調査は父の就業状況を調査していない。  

イ「休日に父と過ごす時間」別にみた「子どもの行動」   

第2回調査（1歳6か月）の「休日に父と過ごす時間」別に、第6回調査（5歳6か月）の  

「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合をみると、父と過ごす時間が長いほど割合  

が高くなっている（図25）。  

（1歳6か月）の「休日に父と過ごす時間」別にみた  

（5歳6か月）の「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合   

国1～2時間未満  田2～4時間未満  ℡4～6時間未満  ■6時間以上  

93，0  

図25 第2回調査  
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注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、第2回調査時に父と同居している者（総数34，892）を集計。  
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ウ「父の休日の過ごし方」別にみた「子どもの行動」   

第3回調査（2歳6か月）の「父の休日の過ごし方」別に、第6回調査（5歳6か月）の「子  

どもの行動」をみると、父が「家族と一緒に過ごす」、「仕事に行く、家で仕事をする」場合、「が  

まんすること」、「落ち着いて話しを聞くこと」等で、他の過ごし方に比べて「できる」割合の  

差が大きくなっている（図26）。  

図26 第3回調査（2歳6か月）の「父の休日の過ごし方」別にみた  

第6回調査（5歳6か月）の「子どもの行動」  
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？主：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、笥3回調査時に父と同居している者（総数34，577）を集計。  
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